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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 プロジェクトの背景 

イラク共和国（以下「イ」国という。）は、中東に位置し、イラン、トルコ、シリア、ヨルダン、

サウジアラビア、クウェートの 6か国と国境を接する。国土面積は約 43.83万平方キロメートル （日

本の約 1.2 倍）（外務省（2021 年、CIA））、人口は約 42.25 百万人（2022 年 4 月、IMF）、民族はア

ラブ人（シーア派約 6 割、スンニ派約 2割）、クルド人（約 2割、多くはスンニ派）、トルクメン人、

アッシリア人等であり、主に公用語であるアラビア語及びクルド語が話されている。 

「イ」国では、紀元前 6000 年頃からシュメール人が世界で最初の都市文明を興し、古代メソポタ

ミア文明の繁栄の地となった。紀元前 6世紀頃よりペルシア帝国の一部となり、7世紀以降はイスラ

ム王朝により支配され、その後、オスマン・トルコ等の非アラブによる支配を経て、1920 年から英

国の委任統治を受け、1932 年に王国として独立し、その後共和制に移行した。各時代の遺跡や文化

財は「イ」国中に数多く点在しており、国連教育科学文化機関（UNESCO）に登録されている世界文

化遺産は 5件、複合遺産は 1件となっているが、うち 3件の文化遺産は危機遺産となっている。長く

続いた戦争や武装勢力による各地での戦闘・テロにより、被害を受けた遺跡や文化財も多く、現存す

る遺跡や文化財の保護、修復は急務となっている。 

スレイマニア博物館は、「イ」国北東部の 4 県にまたがるクルド民族の自治が行われているクルデ

ィスタン地域のスレイマニア県スレイマニア市に位置する。同地域ではクルディスタン地域政府（以

下 KRG という。）による自治が行われており、首府はエルビルにある。クルド民族は長年迫害や抑圧

を受けて来たが、1992年に KRG が設立され、多くの権限が「イ」国政府から与えられており、政治、

経済的に「イ」国からは半ば独立した状況になっている。また、比較的治安がよいことから、外国か

らの投資が入っており、経済的にも発展した。スレイマニア市は、クルド民族の歴史・文化の中心地

の 1 つでもあり、スレイマニア博物館は、「イ」国にとっては一地方博物館ではあるものの、クルデ

ィスタン地域にとっては同地域を代表する博物館、文化施設である。 

スレイマニア博物館は 1959 年にシャクラワで開催された会議にて、1958 年 7 月 14 日革命の 3 周

年を記念して、スレイマニアに新たな博物館を設立するように勧告されたことを受け、1961 年 7 月

に小民家に設立された。設立当初は古代メソポタミアの出土品を写真や遺跡の地図とともに時系列

で展示し、博物館の隣には考古学と歴史関連書籍を所蔵する図書館が設置された。1979 年に民家で

はなく専用博物館を建設する目的で現在の場所が選定され、1980 年に現在の博物館が完成・開館し

た。1980年から 1988年はイラン・イラク戦争により閉館され、その後一時再開館したが、続くクウ

ェート侵攻、湾岸戦争等により閉館を余儀なくされ、2000 年 8 月から再開館している。同博物館に

は、様々な遺跡等から出土した紀元前からの時代を含む石器、土器、陶器、石碑、テラコッタ、レリ

ーフ等の様々な貴重な考古資料が収蔵・展示されている。日本の調査隊が現在スレイマニア県にて発

掘調査を行っており、その遺跡からの出土品も同博物館に収蔵・展示されている。来館者は主に学校

教育にて訪れる子供たちや考古学や歴史学を専攻する学生、行事にて訪れる幼稚園児であり、これら

若い世代にクルディスタン地域の歴史・文化を伝える教育の場ともなっている。同博物館は米国大使

館等の支援により、先史時代の展示スペース等が改修されたものの、「イ」国政府及び KRG が十分な
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予算を確保できないため、ウルク期（紀元前 3500年頃から）以降の展示ギャラリー（Uruk to Ottoman

ギャラリー）については、1980 年の開館当時のままとなっており、展示ギャラリーの改修が必要な

状況である。また、保存修復、収蔵に係る機材も整備されていないため、収蔵資料の保存・活用のた

めの十分な活動ができていない状況となっている。 

こうした背景から、スレイマニア博物館の重要な考古資料を展示、保存及び修復するために必要な

機材を整備することにより、同博物館の展示及び保存修復の質を向上させ、クルディスタン地域の文化

財保護促進と教育セクターの発展に寄与することを目的として、「イ」国政府は機材整備に必要な資金

協力を我が国に要請した。 

 

1-2 無償資金協力の要請内容 

(1）要請年月：2022年 12月 

(2）要請金額：70百万円 

(3）要請内容： 

展示ギャラリーの展示用資機材（展示ケース、展示棚、トラックライト、調光システム等）、

3D映像投影用のプロジェクターセット 

考古遺物の保存用資機材（保存ケース、保存棚、修繕用器具） 

展示物を紹介するための資機材（展示パネル等） 

考古学調査に必要な測量機材（トータルステーション、ドローン等） 

遺物研究のためラボ機材（顕微鏡等） 

 

1-3 我が国の関連分野への協力 

過去の我が国による文化財分野に関連した協力実績は表-1のとおりである。 

表-1 我が国の協力実績 

協力内容 

・機関名 
実施時期 案件名 事業費 概要 

課題別研修

（JICA・国立民

族学博物館） 

2021 年度 
博物館とコミュニティ

開発コース（1 名参加） 
- 

博物館専門家向けの収

集・整理・保存・展示・

教育に関する実践的な技

術を修得し、博物館を通

じた開発途上国の観光開

発や地域・文化振興に積

極的に貢献できる人材の

育成 

中部大学 
2020～

2021 年度 

文化庁委託業務「イラ

ク・クルディスタン地

域における文化遺産国

際協力拠点交流事業」 

- 

人材育成への支援、音声

ガイドの拡充、ガイドブ

ックの増刷、写真パネル

展の開催等 

中部大学 
2018～

2019 年度 

文化庁委託業務「イラ

ク・クルディスタン自

治区おける文化遺産の

保護と活用に関する国

際貢献事業」 

- 

文化遺産の研修、ガイド

ブックの作成、同博物館

の館長や保存修復部部長

を日本へ招へい等 
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協力内容 

・機関名 
実施時期 案件名 事業費 概要 

中部大学、筑波

大学、国士館大

学等 

2016 年～ 
ヤシン・テペ考古学プ

ロジェクト 
- 

ヤシン・テペ遺跡におけ

る発掘調査 

筑波大学等 2018 年～ 
チャルモ（ジャルモ）

遺跡プロジェクト 
- 

チャルモ（ジャルモ）遺

跡における発掘調査 

ユネスコ 日本

信託基金 

2004～

2011 年度 
文化遺産保存支援事業 - 

イラク国立博物館に対す

る修復ラボラトリーの再

建、人材育成 

（出典：スレイマニア博物館資料、国立民族学博物館、中部大学、筑波大学、外務省） 

 

1-4 他ドナーの援助動向 

スレイマニア博物館に対する他ドナーが実施した協力事業は次の表-2 のとおりである。その他に

も共同研究等、他ドナーや他国との協力関係は多岐に亘る。 

表-2 他ドナーのスレイマニア博物館への協力実績 

国名・機関名 年度 内容（案件名） 金額 

イラク・Revival of Kurd’s 

Heritage Organization 
2022 

緊急支援（木箱、亜鉛メッキ

箱） 
不明 

イラク・Revival of Kurd’s 

Heritage Organization 

2020～
2022 

博物館データベース開発 不明 

米国・メトロポリタン美術館 
2020～
2022 

写真撮影機材の供与、写真撮

影の技術指導、博物館収蔵資

料のカタログ作成 

不明 

イタリア・Sapienza 大学 2021 
Paikuli ギャラリーの整備支援

（フェーズ 2） 
不明 

イタリア・Sapienza 大学 2019 
Paikuli ギャラリーの整備支援

（フェーズ 1） 
不明 

英国・Reading 大学 2019 

スマートウォータープロジェ

クト（博物館資料へのスマー

トウォーターの利用） 

不明 

英国・Glasgow 大学及びパート

ナー 
2019 キッズスペース整備 不明 

米国・在バグダッド米国大使館 2018 先史ギャラリーの整備 50,000 米ドル 

UNESCO 及びイラク大統領夫人

（Hero Ibrahim Ahmed 氏） 
2012 In-Writing ギャラリーの整備 700,000 米ドル 

（出典：スレイマニア博物館資料） 
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

スレイマニア博物館は、KRG 自治観光省傘下にある公立博物館である。KRG自治観光省は、クル

ディスタン地域の道路、上下水道、観光や遺跡の保護等に係る政策の実施を担っている。同省文化財

総局が、博物館や遺跡を所掌しており、県ごとに文化財局を有する。スレイマニア文化財局は、スレ

イマニア博物館の裏手に位置する。 

 

図-1 スレイマニア文化財局組織図 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

 

スレイマニア博物館のスタッフは 27 名であり、館長を責任者として、登録部、収蔵部、保存修復

部、展示部、教育部を有しているが、スタッフは様々な業務を横断的に実施している（2022 年 9 月

現在）。組織図は図-2のとおりである。 

 

図-2 スレイマニア博物館組織図 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

 

2-1-2 財政・予算 

KRG 自治観光省の予算は、自治、上下水道、観光、文化財分野に分かれており、自治、上下水道

に係る部門からの歳入はあるが、観光部門からの歳入はわずかであり、文化財部門からの歳入はほと

んどない。 

スレイマニア博物館が属するスレイマニア文化財局は、文化遺産である建物のレンタル料により

会計部 総務部

スレイマニア
文化財局

文化財総局

自治観光省

技術部 文化財部 法務部
スレイマニア
博物館部

監査部

展示部 教育部

館長

登録部 収蔵部 保存修復部
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収入を得ているが、その収入は全て KRG に納めており、支出は KRG から配賦された予算のみから

賄っている。 

スレイマニア博物館の予算は、スレイマニア文化財局を通じて得た KRG からの配賦予算のみで、

自己収入はない。入館料は無料である。配賦予算は博物館スタッフの給与が主であり、時により資機

材購入費や維持管理費が配賦される。また、給与も全額が配賦されない場合もあり、財政状況は良好

とはいえない。そのため、修理等の必要が生じた際には、民間企業等の支援を得る場合もある（2022

年 9 月現在実施中の電気工事は民間インターネット会社の支援によるもの）。なお、水道光熱費は公

共セクターにおいては無料となっている。今回の整備機材で恒常的に維持管理費を要するものはな

く、消耗品の購入として年間最高 300米ドル程度必要となると想定しており、必要な際はスレイマニ

ア文化財局に予算を申請し配賦を受ける想定である。 

KRGの予算年度は 1 月 1日から 12月 31日までである。スレイマニア文化財局は、通常 12月に財

務報告書を KRG 自治観光省に提出し、次年度の予算を申請する。 

 

2-1-3 技術水準 

本事業で整備される機材は、主に展示ギャラリー、収蔵庫及び保存修復ラボラトリーで使用される

展示、保存及び修復機材である。スレイマニア博物館スタッフ全員が、館長及び館長代理のもと、使

用・維持管理を行う。電気関連については、スレイマニア文化財局の電気技師が維持管理を実施する。

本事業にて整備される機材は特段複雑で高度な技術を有するものはないため、日常的な使用・操作・

維持管理について大きな問題はない。 

表-3 スレイマニア博物館機材使用者・維持管理者リスト 

2022 年 9 月時点 

担当業務 
職名 専門分野 

経験 

年数 
主な担当機材 

館長 筆頭考古学者 考古学 27 年 全て 

収蔵（館長代理） 考古学者 考古学 13 年 展示機材、収蔵機材 

登録 筆頭考古学者 考古学 35 年 展示機材 

登録 考古学者 考古学 9 年 展示機材 

登録 考古学者 考古学 11 年 展示機材 

収蔵 考古学者 考古学 14 年 展示機材、収蔵機材 

データベース 考古学者 考古学 13 年 展示機材 

データベース 考古学者 考古学 9 年 展示機材 

データベース 通訳者 文学 24 年 展示機材 

データベース 監視員 歴史学 9 年 展示機材 

写真 考古学者 考古学 8 年 展示機材 

ガイド 技術者 電気 18 年 展示機材 

保存修復ラボラトリー 彫刻家 美術 27 年 保存修復機材 

写真 監視員 科学 9 年 展示機材 

写真 考古学者 考古学 13 年 展示機材 

写真 監視員 歴史学 9 年 展示機材 

ガイド 監視員 - 28 年 展示機材 
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2022 年 9 月時点 

担当業務 
職名 専門分野 

経験 

年数 
主な担当機材 

登録 筆頭考古学者 考古学 24 年 展示機材 

データベース 考古学者 考古学 15 年 展示機材 

写真 考古学者 考古学 13 年 展示機材 

ガイド 監視員 - 21 年 展示機材 

ガイド 監視員 - 15 年 展示機材 

ガイド 技術者 電気 18 年 展示機材 

登録 考古学者 考古学 17 年 展示機材 

サービス 清掃員 - 12 年 展示機材 

サービス 清掃員 - 12 年 展示機材 

ガイド 技術者 機械 18 年 展示機材 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

  

2-1-4 既存施設・機材 

(1) 既存施設 

スレイマニア博物館はスレイマニア市の中心部に位置し、周辺には公園、バザール、レストラン等

があり、多くの人々が集まるエリアにある。 

同博物館の現在の建物は、1980年に完成・開館した。1階は展示ギャラリー、キッズスペース、オ

フィス、保存修復ラボラトリーに使用され、収蔵庫は地下に位置する。また、1階展示ギャラリーの

中央部は、ホールとして使用されている。 

同博物館とスレイマニア文化財局の電源室は、老朽化のため、2022 年 9 月現在、改修工事が行わ

れており、9 月中に工事が完了する予定となっている。電気が使用できないため、博物館は一時期閉

館されていたが、9月 26日からは発電機を使用して開館した。 

同博物館には貴重な資料が数多く収蔵されているため、CCTV システムが設置されている。電力が

不安定であり、停電が頻発するため、24 時間稼働が必要な CCTV システムは、太陽光パネルを利用

しており、24 時間監視が可能なシステムとなっている。また、国家警察が常駐しており、厳重な警

備体制が敷かれている。 

スレイマニア博物館のレイアウトは図-3のとおりである。 
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図-3 スレイマニア博物館レイアウト 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

 

左側：Uruk to Ottomanギャラリー 右側ギャラリー

（本事業対象） （他国支援：整備済み）

本事業展示機材

設置予定場所

In-Writingギャラリー

Paikuliギャラリー

先史ギャラリー

ギャラリー出入口

保存修復ラボラトリー

（本事業保存修復機材使用場所）

エントランス

キッズスペース

トラックライトシステム設置予定場所
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スレイマニア博物館の主な施設は表-4のとおりであり、本事業では主に Uruk to Ottomanギャラリ

ー、中央ホール、収蔵庫及び保存修復ラボラトリーの機材を整備する。 

表-4 施設状況 

フロア 場所 用途 備考 
本事業

対象 

1 階 エントランス 受付  〇 

 オフィス 博物館スタッフの

作業スペース 

オフィスの移転スペースが決ま

れば、ヤシン・テペ遺跡用の展

示スペースとして使用予定 

 

 キッズスペース 子供の学習用スペ

ース 

英国 Glasgow 大学及びパートナ

ーが支援 

 

 ギャラリー出入口 展示ギャラリーへ

の出入口 

 〇 

 先史ギャラリー 先史時代資料を展

示 

米国大使館が支援 

筑波大学等が行っているチャル

モ（ジャルモ）遺跡出土品含む 

 

 In-Writing ギャラリー 文字関連の考古資

料を展示 

UNESCO 及びイラク大統領夫人

支援が支援 

 

 Paikuli ギャラリー（2

か所） 

Paikuli 遺跡資料を

展示 

イタリア Sapienza 大学が支援  

 Uruk to Ottoman ギャラ

リー 

ウルク時代以降の

考古資料を展示 

奥のスペースは出土品の仮保管

スペースとなっている 

〇 

 中央ホール イベント等を実施

するスペース 

 〇 

 保存修復ラボラトリー 保存修復作業  〇 

地下 収蔵庫 資料保管 限られたスタッフのみ入ること

ができる 

〇 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

 

(2) 既存機材 

スレイマニア博物館が保有する本事業に関連する既存機材は表-5のとおりである。 

Uruk to Ottomanギャラリー以外は、様々なドナーにより改修されているが、Uruk to Ottomanギャラ

リーは開館当時のままの老朽化した展示ケースが使用されている。また、照明も一般的な照明が使用

されており、博物館用の照明ではないため、資料に影響を与えにくい照明に更新する必要がある。 

収蔵庫には、収蔵資料の保管や運搬のための最低限の機材が整備されているが、収蔵庫内の空気を

浄化するための機材は整備されていない。 

保存修復ラボラトリーには、拡大鏡等が整備されているが、一部機材については故障し、使用でき

ず、十分な保存修復作業ができない状況となっている。 
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表-5 既存機材リスト 

No. 機材名 数量 使用頻度 据付・保管場所 *状態 備考 

1 展示ケース 23 毎日 先史ギャラリー A 米国大使館支援 

2 スポットライト 66 毎日 先史ギャラリー A 米国大使館支援 

3 説明用パネル 11 毎日 先史ギャラリー A 米国大使館支援 

4 エアコン 3 毎日 先史ギャラリー A 米国大使館支援 

5 展示ケース 12 毎日 
In-Writing ギャラ

リー 
A 

UNESCO 及びイラク大統

領夫人支援 

6 展示台 7 毎日 
In-Writing ギャラ

リー 
A 

UNESCO 及びイラク大統

領夫人支援 

7 スポットライト 51 毎日 
In-Writing ギャラ

リー 
A 

UNESCO 及びイラク大統

領夫人支援 

8 説明用パネル 4 毎日 
In-Writing ギャラ

リー 
A 

UNESCO 及びイラク大統

領夫人支援 

9 エアコン 1 - 
In-Writing ギャラ

リー 
C 

UNESCO 及びイラク大統

領夫人支援 

10 展示ケース 2 毎日 
Paikuli ギャラリ

ー 
A 

イタリア Sapienza 大学支

援 

11 展示棚 1 毎日 
Paikuli ギャラリ

ー 
A 

イタリア Sapienza 大学支

援 

12 展示台 3 毎日 
Paikuli ギャラリ

ー 
A 

イタリア Sapienza 大学支

援 

13 スポットライト 45 暗い時 
Paikuli ギャラリ

ー 
A 

イタリア Sapienza 大学支

援 

14 説明用パネル 18 毎日 
Paikuli ギャラリ

ー 
A 

イタリア Sapienza 大学支

援 

15 エアコン 2 毎日 
Paikuli ギャラリ

ー 
A 

イタリア Sapienza 大学支

援 

16 大型展示ケース 26 毎日 
Uruk to Ottoman

ギャラリー 
B 老朽化 

17 
覗き型展示ケース

（2 種類） 
15 毎日 

Uruk to Ottoman

ギャラリー 
B 老朽化 

18 スポットライト 32 毎日 
Uruk to Ottoman

ギャラリー 
A/B/C 

半数近くが故障中、一部

老朽化 

19 エアコン 4 毎日 
Uruk to Ottoman

ギャラリー 
A/C 1 台故障中 

20 モニター 1 毎日 キッズスペース A 
英国 Glasgow 大学及びパ

ートナー支援 

21 出張キット 3 毎日 キッズスペース A 
英国 Glasgow 大学及びパ

ートナー支援 

22 スポットライト 10 毎日 キッズスペース A 
英国 Glasgow 大学及びパ

ートナー支援 

23 プロジェクター 1 毎日 中央ホール A   

24 スクリーン 1 毎日 中央ホール A   
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No. 機材名 数量 使用頻度 据付・保管場所 *状態 備考 

25 スピーカー 1 毎日 中央ホール A   

26 PC 1 毎日 中央ホール A   

27 トロリー 1 毎日 収蔵庫 A   

28 はしご式昇降台 1 毎日 収蔵庫 A   

29 収蔵箱 多数 毎日 収蔵庫 A   

30 PC 2 毎日 収蔵庫 A   

31 ドローン 1 時々 収蔵庫 A   

32 照明付拡大鏡 2 
資料によ

る 

保存修復ラボラト

リー 
A   

33 小型顕微鏡 1 
資料によ

る 

保存修復ラボラト

リー 
A   

34 実体顕微鏡 1 - 
保存修復ラボラト

リー 
C   

35 温熱器 1 
資料によ

る 

保存修復ラボラト

リー 
A   

36 PC 1 毎日 
保存修復ラボラト

リー 
A   

37 
フラスコ等実験器

具 
1 

資料によ

る 

保存修復ラボラト

リー 
A/B   

38 データロガー 2 毎日 
保存修復ラボラト

リー 
A   

39 デスクトップ PC 1 毎日 エントランス A   

40 スポットライト 18 毎日 エントランス A   

41 デスクトップ PC 4 毎日 オフィス A   

42 ラップトップ PC 2 毎日 オフィス A   

43 カメラ 4 毎日 オフィス A 
一部は米国メトロポリタ

ン美術館支援 

44 小型スタジオ 2 毎日 オフィス A 
米国メトロポリタン美術

館支援 

45 スポットライト 26 毎日 オフィス A   

46 
太陽光パネル式
CCTV 

1 毎日 
警備室、展示ギャ

ラリー、屋上等 
A   

47 緊急用収蔵箱 多数 未使用 
倉庫、ギャラリー

奥仮置き場 
A 

Revival of Kurd's Heritage 

Organization 支援 

（出典：スレイマニア博物館資料） 
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2-2 環境社会配慮及びグローバルイシューとの関連 

2-2-1 環境社会配慮 

本事業を実施することにより環境や社会に重大で望ましくない影響を及ぼす可能性はなく、また

本事業実施対象地域で住民生活に好ましくない影響を及ぼすこともない。JICA の環境社会配慮ガイ

ドラインでは、環境や社会への望ましくない影響が最小限かあるいはほとんどないと考えられる協

力事業として、カテゴリーC に分類される。 

 

2-2-2 その他（グローバルイシュー等との関連） 

特になし。 
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第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位計画 

「イ」国政府は「国家開発計画 2018-2022」を発表しており、「8.6文化・観光・遺産保護」におい

て、「歴史・文化遺産の保護及び遺跡の再生」を重点事項のひとつに掲げている。また、文化及び遺

産への観光客の増加による「観光の GDP への貢献」も重点事項のひとつとしている。2022 年 10 月

に発足した新政権の政府プログラムでは、高品質な教育機会の提供のための教育及び高等教育シス

テムの達成、遺跡等への投資を通じた観光資源化による観光セクター開発・雇用創出を掲げている。

KRG は、現政権の公約の中で、教育スタンダードの改善、文化意識の向上、高等教育の強化を掲げ

ており、本事業の実施は、教育の質の向上や文化財保護に貢献するものである。従って同事業は、「イ」

国政府及び KRG の上位計画に沿ったものといえる。 

また、本事業は、SDGs ターゲット 4.7 で掲げる「文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の

理解の教育」並びに 11.4「世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全」に貢献するものである。 

我が国の「対イラク共和国 国別開発協力方針」（2017 年 7 月）においては、重点分野（中目標）

に「生活基盤の整備」を掲げられており、スレイマニア博物館の整備により人材育成に貢献すること

から、同中目標に該当する。また、重点分野（中目標）に「経済成長のための産業の振興と多角化」

を掲げており、クルディスタン地域の文化財・遺産保護により地域活性化を図ることができることか

ら、同中目標にも資する協力として位置づけられる。 

 

3-1-2 当該セクターの現状 

スレイマニア博物館は、1961 年に小民家に設立され、1980 年に現在の場所に博物館が完成・開館

した。スレイマニア市の中心部に位置し、様々な遺跡発掘サイト等から出土した紀元前からの複数の

時代を含む石器、土器、陶器、石碑、テラコッタ、レリーフ等の様々な貴重な考古学的遺物が収蔵・

展示されている。同博物館のギャラリーは、「先史」、「In-Writing」、「Paikuli」、「Uruk to Ottoman」の

4 つに分かれている。先史ギャラリーは在バグダッドの米国大使館が、In-Writing ギャラリーは

UNESCO及びイラク大統領夫人（Hero Ibrahim Ahmed 氏）が、Paikuliギャラリーはイタリアの Sapienza

大学が支援している。また、入り口近くには、イギリスのグラスゴー大学の支援によりキッズスペー

スが設けられている。 

同博物館は、「イ」国の平日である日曜日から木曜日の 9時から 13時まで開館されており、入館料

は無料である。ビジネスアワー時の開館のため、同博物館の来館者は、主に学校教育による子供たち

や考古学や歴史学を専攻する学生である。「イ」国では、大学入学までに一度は博物館を訪れること

が義務付けられているため、スレイマニア市内や市外から学校行事にて子供たちが数多く訪れてい

る。また、幼稚園児も行事にて同博物館を訪れる。クルディスタン地域外からの来館者はイラク南部

地域やイランからの観光客である。過去 5年間及び今年度の来館者数は表-6のとおりである。 
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表-6 来館者数 

訪問目的 来館者種類 
 来館者数（人） 

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

展示ギャラ

リー見学 

クルド人 1,357 1,472 - 895 550 720 

クルド人・外国人

グループ 
- - - - 1,317 - 

外国人 170 181 - 259 87 310 

生徒・学生（幼稚

園児含む） 
2,040 1,775 - 960 230 6,618 

合計 3,567 3,428 0 2,114 2,184 7,648 

* 2019 年は先史ギャラリー整備のため閉館 

* 2020 年 3 月から 8 月、2021 年 11 月 15 日から 12 月までは COVID-19 により閉館 

* 2022 年は 5 月までのデータ 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

 

キッズスペースには、模擬発掘ができる体験スペースやゲーム等ができる大型スクリーンが整備

されており、子供たちが楽しみながら学べるスペースとなっている。また、出張キットも用意されて

おり、博物館スタッフや学校の先生が授業で使用することができる。生徒や幼稚園児が見学に訪れた

際には、展示ギャラリー見学の休憩時に中央に設けられているホールにて簡単な説明ビデオ等を視

聴してもらう等、積極的に教育活動を行っている。 

また、同博物館では、警察、空港職員、警備職員、森林警察向けに文化財不法取引に関するワーク

ショップを実施している。COVID-19 蔓延前までは、同博物館内の中央ホールにて学術ワークショッ

プや会議、アーティストによる活動等が行われていた。 

同博物館には、現地または外国の発掘隊が発掘した出土品や、地域住民が自分の土地等で発見した

出土品、不法取引で検挙され警察等から持ち込まれた資料が新しく持ち込まれ、登録されている。 

同博物館は、先史時代からイスラム時代までの貴重な考古コレクションを有しており、資料数は約

64,400点である。うち約 1,900点はギャラリーで展示されており、その他は収蔵庫にて管理されてい

る。同博物館が保有している資料は表-7のとおりである（2022年 9月時点）。同博物館は都度展示替

えをしており、展示資料の種類や数は時期により異なる。なお、これら約 64,400 点の資料のうち、

現在約 90％がデータベースに登録されており、各収蔵資料の情報や写真が掲載されているが、外部

に公開する予定はない。 

表-7 博物館資料数 

展示・収蔵場所 種類 主な材質 点数 

キッズスペース 
複製資料（タブレット（銘板）、陶器、像、ネ

ックレス、貝、骨等） 

粘土、ガラス、象牙、石、

金属、金 
100 

先史ギャラリー 
陶器、骨、ネックレス、殻、ビーズ、火打石、

像 
石、粘土、骨 340 

In-Writingギャラリー 銘板、陶器、硬貨、火打石 
粘土、ガラス、象牙、石、

金属、骨 
130 
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展示・収蔵場所 種類 主な材質 点数 

Paikuliギャラリー 碑銘、像、硬貨  石、金属 181 

Uruk to Ottomanギャラリ

ー 

陶器、硬貨、タブレット、スタンプ、像、ネッ

クレス、武器、複製品 

粘土、ガラス、象牙、石、

金属、金 
1,138 

収蔵庫 
陶器、硬貨、タブレット、スタンプ、像、アク

セサリー、武器、石製品、骨、殻、複製品 

粘土、ガラス、象牙、石、

金属、金、骨 
62,511 

計     64,400 

（出典：スレイマニア博物館資料） 

 

収蔵資料が保管されている収蔵庫は地下に位置し、登録番号が付された収蔵資料が保管されてい

る。収蔵資料のほとんどは遺跡から出土したものであり、処理はされたものの、一部臭いやガスを発

しているものも含まれており、他の収蔵資料や博物館スタッフの就業環境にも悪影響を与えている。 

保存修復ラボラトリーでは、保存修復作業を行っている。同博物館の収蔵資料や他機関等から依頼

された資料の保存修復作業を行っているが、ほとんど機材を有しておらず、非常に基礎的な作業のみ

しかできない状況となっている。 

 

3-1-3 プロジェクトの目的 

本事業は、スレイマニア博物館の展示、保存及び修復に必要な機材整備を行うことにより、同博物

館の展示と保存修復の質向上を図り、クルディスタン地域の文化財保護の促進と教育セクターの発

展に寄与することを目的とする。 

 

3-2 無償資金協力による計画 

3-2-1 設計方針 

本事業は、上記の貴重な資料を有するスレイマニア博物館に対し、展示、保存及び修復機材を整備

するものであり、「イ」国政府の要請内容と現地調査及び協議の結果を踏まえて、以下の方針に基づ

き計画する。 

(1) スレイマニア博物館が「イ」国クルディスタン地域の中心的な博物館として活動するために必

要な機材を選定する。 

(2) 同博物館のスペース及び既存機材に照らし合わせ、適正な種類・数量とする。 

(3) スタッフの技術レベルに鑑み、使用・運用・維持管理が比較的容易な機材内容とする。 

 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

上記設計方針に基づき、各種機材の使用目的、スレイマニア博物館の要望等を勘案の上、計画対象

機材の選定を行った。各機材の具体的な選定方針は次のとおりである。 

(1) 展示機材：Uruk to Ottoman ギャラリーの展示機材を整備する。展示ケース及び展示台セット

について、展示資料の大きさ、材質を考慮したタイプを複数選定する。また、地震による被害

や幼稚園児を含む小さな子供に対しても安全な構造の展示ケースを選定する。照明について
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は、他のギャラリーと同様のトラックライトシステムとし、博物館仕様のライトを選定し、

Uruk to Ottomanギャラリーから続くギャラリー出入口付近、中央ホールの照明も含める。 

(2) 収蔵機材：収蔵庫内で使用するための空気清浄機を選定し、収蔵庫内では資料の運搬を行うた

め、空気清浄機の位置を動かす必要があることから、可搬型のものを選定する。 

(3) 保存修復機材：多くの作業工程で必要となる機材、収蔵する資料の保存修復作業で多く使用す

る機材を選定する。 

(4) 主に電源を必要とする機材に対し初期操作および日常メンテナンスに係る研修を計画し、運

用・維持が確実に行えるようにする。 

 

本事業の整備機材の用途、設置・保管場所は表-8のとおりである。 

表-8 機材活用計画 

分類 
機材

番号 
機材名 数量 用途 

設置・ 

保管場所 
頻度 

展示 

1 行灯型展示ケース 10 式 資料の展示 Uruk to Ottoman ギャラリー 毎日 

2 覗き型展示ケース 27 式 資料の展示 Uruk to Ottoman ギャラリー 毎日 

3 展示台セット 3 式 資料の展示 Uruk to Ottoman ギャラリー 毎日 

4 免震台 2 台 
展示資料の転倒

防止 
Uruk to Ottoman ギャラリー 毎日 

5 
トラックライトシ

ステム 
1 式 資料の展示 

Uruk to Ottoman ギャラリー、ギ

ャラリー出入口、中央ホール 
毎日 

6 ビデオモニター 4 式 
説明用映像資料

の上映 

Uruk to Ottoman ギャラリー、エ

ントランス 
毎日 

収蔵 7 空気清浄機 1 式 
収蔵庫内の空気

の清浄 
収蔵庫 毎日 

保存

修復 

8 蒸留水製造装置 1 台 蒸留水の製造 保存修復ラボラトリー 
作業に

よる 

9 電気窯 1 台 
資料の保存修復

作業 
保存修復ラボラトリー 

作業に

よる 

10 実体顕微鏡 1 式 
資料の観察、保

存修復作業 
保存修復ラボラトリー 

作業に

よる 

11 恒温乾燥器 1 台 
資料の保存修復

作業 
保存修復ラボラトリー 

作業に

よる 

     （出典：スレイマニア博物館資料） 

 

「イ」国の電圧は、単相 AC220V、三相 380V、周波数は 50Hz、博物館で使用しているプラグは BF 

タイプである。 

 

3-2-3 調達計画 

(1) 資機材等調達先 

本事業における資機材等調達先は表-9のとおりである。現状、日本調達を想定しており、原産国に
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ついては、第三国製品となる可能性がある。 

表-9 資機材等調達先 

機材

番号 
機材名 数量 

調達国 備考 

（想定国・地域） 現地 日本 第三国 

1 行灯型展示ケース 10 式  〇  日本 

2 覗き型展示ケース 27 式  〇  日本 

3 展示台セット 3 式  〇  日本 

4 免震台 2 台  〇  日本 

5 
トラックライトシステ

ム 
1 式  〇  

DAC諸国、中国、台

湾 

6 ビデオモニター 4 式  〇  
DAC諸国、ASEAN 諸

国、中国、台湾 

7 空気清浄機 1 式  〇  DAC諸国、中国 

8 蒸留水製造装置 1 台  〇  DAC諸国 

9 電気窯 1 台  〇  DAC諸国 

10 実体顕微鏡 1 式  〇  DAC諸国、中国 

11 恒温乾燥器 1 台  〇  DAC諸国 

 

(2) 輸送計画 

本事業で調達される機材の輸送は、日本側の経費負担により、調達契約業者が「イ」国内プロジェ

クトサイトまで行う。 

日本で調達される機材はコンテナ詰めされ、横浜あるいは東京など京浜地区の主要港から海上輸

送され、近隣国の港で陸揚げされる。港で通関後、「イ」国クルディスタン地域スレイマニア市内の

サイトであるスレイマニア博物館まで陸上輸送される。第三国にて調達される機材についても、それ

ぞれの国から海上輸送されることを想定する。イラク連邦内の港を使用した場合は、免税手続き等が

煩雑になることが予想されることから、近隣国の港を使用することを想定する。 

日本の港までの輸送及び検査・通関等に約 15日間、日本からの海上・内陸輸送に約 50日間、「イ」

国内での通関等に要する期間を含め、その他諸手続きを考慮し、全体で 3か月程度を要する。 

 

(3) E/N、G/A 

交換公文（以下、「E/N」という。）及び贈与契約（以下、「G/A」という。）の署名者は確認中。E/N

及び G/A ともに国会承認や閣議承認は必要ない。 
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(4) B/A、A/P 

 銀行取極め（以下、「B/A」という。）は KRG自治観光省が締結先で、支払い授権書（以下、「A/P」

という。）も同省が発行することを確認した。A/Pに係る費用も同省が負担する。 

 

(5) 免税・通関手続き 

本事業で調達される日本あるいは第三国から輸入した機材に係るクルディスタン地域における関

税は免税である。免税手続きは、契約業者がカバーレターとともに必要書類（インボイス、パッキン

グリスト、輸送書類、調達契約写し（クルド語へ翻訳）、E/N 及び G/A 写し）を KRG 自治観光省に

提出する。同省が免税依頼レターを内務省に発出し、内務省は通関当局に免税許可のレターを発行す

る。免税手続きの所要日数は最低約 2週間である。なお、同手続きを待てずに至急の通関が必要な場

合は、契約業者と自治観光省が事前合意をした上で、契約業者が関税を一時的に支払い、後日自治観

光省より還付を受けることができる。空送の場合には、スレイマニア博物館から航空当局に対してレ

ターを発行する必要がある。 

通関手続きについては、契約業者が必要書類（インボイス、パッキングリスト、輸送書類、免税許

可証等）を通関当局に提出し、手続きの所要日数は約 1日である。通関に際しては、契約業者が通関

当局に対して諸手数料（貨物検査料、適合証明書発行料、申告手数料）を支払う必要がある。 

また、免税や輸入通関手続きを迅速に行うためには、イラク連邦内を通らずに輸送する必要がある

（空送、トルコまたはイラン経由の海送・陸送）。 

 

(6) 機材据付及び操作指導 

計画されている機材のうち据付工事が必要となるものは、トラックライトシステム及びビデオモ

ニターである。据付工事は、スレイマニア博物館への機材搬入後、日本または第三国から派遣された

技術者の監督の下に行う。 

また、保存修復機材については、日本または第三国から派遣された技術者による初期操作指導を実

施する。 

 

(7) 事業実施工程表 

本事業の事業実施工程表は表-10のとおりである。 
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表-10 事業実施工程表 

 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

 交換公文（E/N）締結                         

実

施

設

計 

贈与契約（G/A）締結                         

計画内容最終確認                         

仕様書等レビュー                         

入札図書作成                         

入札図書確認                         

業者契約締結                         

 業者契約認証                         

 発注                         

調

達

監

理 

機器製作                         

検査・船積み                         

輸送                         

納入・開梱・据付工事                         

 業務完了の確認                         

凡例：  ：日本国内業務 

  ：第三国業務 

  ：現地業務 

   ▲▽ ：想定時期 
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3-3 相手国側負担事業の概要 

本事業の実施にあたり、「イ」国 KRG 側の負担事項は表-11のとおりである。 

表-11 相手国側負担事項 

項目 
概算金額 

外貨額 円貨換算額 

支払授権書（A/P）発行に係る手数料 

及び A/Pに基づく送金手数料 
- 約 165,000円 

機材設置場所の整備（仮保管スペース

の片付け、既存機材の撤去、展示資料

の一時保管・収蔵、壁や天井の補修、

電気配線、説明パネルやキャプション

の印刷） 

確認中* 確認中* 

銘板の作成 100～300米ドル 約 40,000円 

本事業実施後の年間維持管理 約 300米ドル 約 40,000円 

* 機材設置場所の整備については、KRG 自治観光省が必要となる費用を計算する予定。20,000 米ドル

以上となる可能性があるが、同省が必要な費用を負担する旨確認している。 

 

3-4 プロジェクトの運営維持管理計画 

本事業全体の窓口はスレイマニア博物館館長及び館長代理で、機材の使用・運営管理・維持管理は

博物館スタッフ全員が実施する。電気関連については、スレイマニア文化財局の電気技師が維持管理

を実施する。本事業で整備される機材は、複雑な操作及び維持管理を要する機材ではないことから、

能力面の問題はないと考えられる。また、機材の維持管理費用は、少額であり、同博物館の予算から

支出することを確認した。 

なお、アフターセールスサービスは日本、中東の近隣国または「イ」国内の支店や代理店を通して

行うこととなる。 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

当該地域の治安が悪化し輸送や実施に影響を与えないことが前提条件となる。 

 

4-2 機材納入のために必要となる工事等 

本実施が実施される場合には、出土品の仮保管スペースの片付け、既存展示ケース及び照明の廃棄、

展示資料の一時保管、展示できなくなる資料の収蔵、壁や天井の補修（コンセント配線含む）、保存

修復ラボラトリーへの追加電気配線、説明パネルやキャプションの印刷を行う必要がある。説明パネ

ルやキャプションの印刷以外は、整備機材到着までに行う必要があり、約 4 か月かかると想定してい

る。 

 

4-3 プロジェクトの評価 

4-3-1 妥当性 

「イ」国政府は「国家開発計画 2018-2022」の「8.6文化・観光・遺産保護」において、「歴史・文

化遺産の保護及び遺跡の再生」を重点事項のひとつとして掲げている。さらに、2022年 10月に発足

した新政権の政府プログラムでは、高品質な教育機会の提供のための教育及び高等教育システムの

達成、遺跡等への投資を通じた観光資源化による観光セクター開発・雇用創出を掲げている。また、

KRG は、現政権の公約の中で、教育スタンダードの改善、文化意識の向上、高等教育の強化を掲げ

ている。本事業の実施は、教育の質の向上や文化財保護に貢献するものであり、「イ」国政府及び KRG

の上位計画に沿ったものである。 

我が国の「対イラク共和国 国別開発協力方針」（2017 年 7 月）においては、重点分野（中目標）

に「生活基盤の整備」及び「経済成長のための産業の振興と多角化」を掲げている。本事業は、スレ

イマニア博物館の機材整備により、人材育成や文化財・遺産保護による地域活性化に寄与するもので

あることから、我が国の協力方針にも合致する。 

また、なお、スレイマニア県では日本の大学からなる発掘調査団が複数活動していることから、ス

レイマニア博物館への支援は、KRGにおける我が国としてのビジビリティも高く、「イ」国政府との

二国間関係のみならず、KRGとの更なる関係強化に資するものである。 

  

4-3-2 有効性 

(1) 定量的効果 

指標名 
基準値 

（2022年実績値） 

目標値（2028年） 

（事業完成 3年後） 

良好で安全な環境下で展示される資料数（点）注 1 0 500 

カビやガスによる影響を受けにくい環境下で保全さ
れる収蔵資料数（点）注 2 

0 62,000 
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注1 Uruk to Ottoman ギャラリーで展示される予定の資料数。2022 年 9 月現在の展示状況から推計した

（行灯型展示ケース：2 点×7 式＝14 点、覗き型展示ケース：15～20 点×27 式=465 点、展示台セ

ット：5 点×3 式＝15 点）。博物館用の適切な照明と破損しにくい展示ケースにより良好かつ安全な

環境下で展示される。現在は展示ケースのガラスが破損しやすく、覗き型展示ケースに子どもがも

ぐりこむなどの事象が生じている。 

注2 収蔵庫に収蔵される予定の資料数。展示替えを適宜行うことから、収蔵庫に収蔵される最小数量を

推計した。収蔵庫には、換気システムが整備されていないため、一部の資料やカビから出た臭いや

ガスが、他の資料に悪影響を与える可能性がある。 

 

(2) 定性的効果 

1) 展示資料の盗難遺失リスクが軽減される 

2) 展示ケースの整備や破損防止対策により来館者の安全が確保される 

3) 収蔵庫の空気がよりよくなり、人体への悪影響が軽減される 

4) 保存修復処理の質が向上する 

 

4-4 その他（広報、人材交流等） 

4-4-1 相手国側による広報計画 

本事業が実施された場合、KRG自治観光省及びスレイマニア博物館は日本からの支援を積極的に

広報する計画である。具体的には以下のとおりである。 

1) 引渡式の開催 

2) 自治観光省及び同博物館ウェブページ、SNSを通じて日本支援について言及 

3) 銘板の設置 

 

4-4-2 その他 

特になし。  



 

22 

【資料】 

1． 調査団員・氏名 

米田 元  団長   JICAイラク事務所 

中村 陽子  機材計画  （一財）日本国際協力システム 

秋山 翔吾  機材調達・積算  （一財）日本国際協力システム 

 

2． 調査行程 

No. 日付 旅程 業務内容 宿泊 

1 9 月 16 日 金 成田 22:30 (QR807) =>  移動 機内 

2 9 月 17 日 土 
=> 04:25 ドーハ 18:30 (QR450) 

=> 20:55 エルビル 
移動 エルビル 

3 9 月 18 日 日   

JICAエルビル出張所との協議 

KRG自治観光省/文化総局との協議 

KRG計画省への表敬訪問 

エルビル 

4 9 月 19 日 月 エルビル => スレイマニア 
JICAイラク事務所との協議 

移動 
スレイマニア 

5 9 月 20 日 火   
スレイマニア博物館との協議 

類似施設訪問 
スレイマニア 

6 9 月 21 日 水   
スレイマニア博物館との協議 

現地代理店調査 
スレイマニア 

7 9 月 22 日 木   
ヤシン・テペ遺跡訪問 

スレイマニア博物館との協議 
スレイマニア 

8 9 月 23 日 金   
市場調査 

資料整理 
スレイマニア 

9 9 月 24 日 土   
類似施設訪問 

資料整理 
スレイマニア 

10 9 月 25 日 日   スレイマニア博物館との協議 スレイマニア 

11 9 月 26 日 月   スレイマニア博物館との協議 スレイマニア 

12 9 月 27 日 火 スレイマニア => エルビル 
スレイマニア博物館及び類似施設訪問 

移動 
エルビル 

13 9 月 28 日 水   
現地代理店調査 

市場調査 
エルビル 

14 9 月 29 日 木 エルビル 21:55 (QR451) => 

JICAエルビル出張所との協議 

KRG自治環境省との協議 

移動 

機内 
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No. 日付 旅程 業務内容 宿泊 

15 9 月 30 日 金 
=> 00:15 ドーハ 01:55 (QR806) 

=> 18:35 成田 
移動  

 

3． 関係者（面会者）リスト 

自治観光省 

Jegre Mustafa Hamza  大臣室長 

Kaifi Mustafa Ali      文化財総局長   

 

計画省 

Kanar Fadhil Hidayat  開発協力・調整局長 

 

スレイマニア博物館 

Hashim Hama Abdullah  館長 

Nyan Nasir Hama Hassan  収蔵庫担当（館長代理） 

 

ヤシン・テペ遺跡調査団 

西山 伸一   中部大学人文学部教授 

 

JICAイラク事務所 

米田 元   所長 

大野 廣三   企画調査員（エルビル出張所） 

Jalal M. Abdullah   シニアプログラムマネージャー（エルビル出張所） 

Amozhgar M. Hawezy  シニアプログラムマネージャー（エルビル出張所） 
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4． 討議議事録及び当初要請からの変更点 

(1) 要請内容 

KRG 自治観光省と合意した討議議事録は別添のとおりである。当初要請内容から削除・変更した

機材は表-12、追加した機材は表-13のとおりである。 

表-12 当初要請内容から削除・変更した機材 

機材名 数量 理由 

壁面展示ケース 5 → 0 大掛かりな据付工事が必要なため削除 

行灯型展示ケース 2 → 10 使用計画により数量変更 

覗き型展示ケース 5 → 27 使用計画により数量変更 

既存の展示ケースの改装費用 10 → 0 不要なため削除 

展示用棚一式 1 → 0 展示ケースに含める 

ライトコントロールシステム 1 → 0 不要なため削除 

低反射フィルム 3 → 0 不要なため削除 

展示パネル 10 → 0 展示ケースに含める 

遺物説明用キャプション 70 → 0 展示ケースに含める 

展示用プロジェクター 1 → 0 ビデオモニターに変更 

天井部の補修用資材 1 → 0 供与対象外であるため削除 

塗装の補強資材 1 → 0 供与対象外であるため削除 

考古遺物保管用ケース 150 → 0 現地にて購入可能なため削除 

保管用棚 10 → 0 不要なため削除 

トータルステーション 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 

固定翼ドローン 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 

小型ドローン 1 → 0 既存で 1 台あるため削除 

3D 用画像用ソフト 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 

画像解析用コンピューター 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 

デジタルカメラ 1 → 0 既存で保有しているため削除 

保存用ハードディスク 1 → 0 既存で保有しているため削除 

空調機材 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 

作業台 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 

超音波洗浄器材 1 → 0 使用計画、優先順位により削除 
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表-13 当初要請内容に追加した機材 

機材名 数量 理由 

展示台セット 0 → 3 使用計画により追加 

免震台 0 → 2 使用計画により追加 

ビデオモニター 0 → 4 使用計画により追加 

空気清浄機 0 → 1 使用計画により追加 

蒸留水製造装置 0 → 1 使用計画により追加 

恒温乾燥器 0 → 1 使用計画により追加 

（注）討議議事録に当初要請に含まれていなかった「編集ソフトウェア」、「小型昇降機」及び「携帯型

蛍光 X 線分析装置（XRF）」を追加したが、調査の結果、優先順位及び予算の制約等により最終的に削

除した。免震台については、討議議事録では 4 台としていたが、行灯型展示ケースの大きさとの整合

性により 2 台に変更した。空気清浄機については、討議議事録では 3 台としていたが、モデルにより

適切な台数が異なることから、複数台で構成することとし、1 式とした。 

 

(2) その他 

案件名について、以下の通り変更となった。 

【和文】 

要請当初： 国立スレイマニア博物館展示機材整備計画 

変更後： スレイマニア博物館における展示、保存及び修復のための機材整備計画 

【英文】 

要請当初： The Project for the Improvement of Exhibitions’ Equipment and Display at the Slemani 

Museum 

変更後： The Project for the Improvement of Equipment for Exhibition, Conservation and Restoration at 

the Slemani Museum 

 

5． 参考資料 

特になし。 

 

6． その他の資料・情報 

特になし。 
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